
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                 2019 年 11 月 25 日 

ラオス・タイ国境でマグニチュード６を超える地震が発生 

 ラオス北西部のタイ国境近くで 21 日、マグニチュード 6.1 とされる地震が発生し、震源から約 700 キロ

離れたタイの首都バンコクでも有感地震となりました。またベトナム首都ハノイでも揺れが観測されました。 

 次の図は 1950 年から 2018 年までの近傍地域の地震活動です。★が今回の地震の震源です。この地

域は地震が全く発生しない地域ではありませんが、従来からの地震活動と違い、この地震だけ離れた所

に発生しているのがわかります。 

 

また M6.1 地震の近くには巨大なサヤブリ（Xayaburi）ダムが完成し、すでに貯水している事から、もし

かするとダム貯水に誘発された地震活動である可能性が考えられます。今後、詳しい検討がなされると

思います。次の図は今回の地震とサヤブリダムの位置関係を示します。 

 

 上の図と同じく★が地震の震源です。 
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ダム建設による誘発地震とは 

 巨大なダムが建設されるという事は、それまでになかった大きな荷重が地殻に新たに加わる事を意味

します。そしてそれまで地震活動が観察されていなかったダム建設地域近傍で突然（かなりの大きさの）

地震が発生する事があるのです。これがダム建設による地震誘発現象です。 

 ダム建設が M5 以上の地震を誘発した事例として、以下のようなものが代表的かと思われます。 

１）中国広東省の新豊江ダム（高さ 105 メートル）：1959 年に貯水が開始されたのち、付近の地震が増加。

その後 1962 年に M6.1 の地震が発生。 

２）エジプトのアスワン・ハイ・ダム（高さ 111 メートル）：エジプトはもともと地震があまり起こらない地域で

す。アスワン・ハイ・ダムが 1964 年に完成した後、すぐには地震活動は発生しなかったのですが、

1981 年 11 月に M5.6 の地震が発生。 

３）インド西部のコイナ・ダム（高さ 103 メートル）：1962 年に貯水が開始された後、付近の地震が増加。

1967 年には M6.3 の地震が発生し、およそ 200 人の死者が出たとされています。 

４）米国ネバダ州～アリゾナ州のフーバーダム（高さ 221 メートル）：貯水開始から 1 年後の 1936 年から

地震が増え、1940 年にマグニチュード 5 の地震が発生。 

 上記以外にもいくつかの例が報告されています。誘発地震には最近はシェールガスの掘削に伴う地

震がアメリカ（特にオクラホマ州やネバダ州）で多く報告されるようになり、社会問題となっています。シェ

ールガス開発の負の一面と言えるでしょう。 

 人間活動もこのように地震に影響を与える事があるという事をぜひ覚えておいて頂きたいと思います。 
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中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図®  

 １０月２１日の ニュースレターに引き続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天

気図です。 

繰り返しになりますが、近畿地方では非常に顕著な地震活動静穏化の異常が一昨年末から昨

年にかけて出現し、その異常が最大になった時に昨年の大阪北部地震（2018 年 6 月 18 日）が

発生しました。 

 その後、今回お示ししますように M タイプ地下天気図では、再び地震活動静穏化（青色の部

分）の異常が表れています。 

ただ、L タイプ地下天気図ではこのような顕著な異常は出現しておらず、大阪北部地震発生前

とは少し状況が異なっています。この地域の L タイプ地下天気図ではその計算アルゴリズムか

ら、大阪北部地震の影響が消えるには２年ほどかかりますので、Lタイプでは現状は大阪北部地

震の影響を正しく評価できていない可能性があります。 

近畿地方は再び次の比較的規模の大きな地震発生の準備が整いつつあるのかもしれません。 

  

 

上の図は１１月２１日時点の M タイプ地下天気図です。近畿地方に大きな地震活動静穏化領域が広

がっている事がわかります。ちなみに図中の茶色い点は解析に用いている地震の位置を表します。 
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